
ツリーメニューアプリ画面の説明                                                                        2026/03/07 keikei 

前提  

1. メニュープログラムとメニューから実行するプログラムや accdb データベースは同じフォルダ内に格納する。 

2. 実行するプログラムは´@名前_vxrxmx_yyyymmdd´という命名規則に則っていること。 

3. メニューに登録しているプログラム名と上記の´名前´とが一致していること。 

4. ユーザー端末に導入された Office のビット数に TreeMenu のビット数を合わせる。(TreeMenu_64.exe, _32.exe) 

5. ユーザー端末には TreeMenu_xx.exe のショートカットをセットし、そのショートカットから起動する。 

 

事例概要 

・ローカルサーバーのフォルダ内に次ページのようにセッティングされたプログラム群をツリーメニューから実行する。 

・TreeMenu のプログラム群は基幹システム電脳工場 MF 販売管理ベースを生産管理につなげるための補完システム。 

・いずれのプログラムも電脳工場のオラクルテーブルを参照し独自のアクセステーブルを使って日常業務をサポート。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【ローカルサーバー内フォルダ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユーザー端末デスクトップ 



【メニューの説明】 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

説明フォルダ内に格納し
た説明書 pdf 

メニューの内容に追加や変更
があった場合に表示する 



【メニューの展開】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム名をクリックすると起動する 

⊞をクリックしてメニューを展開する 



【treemenu 保守画面】・・お知らせやメニューの内容は同じフォルダにセットした treemenu 保守アプリからメンテナンスする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

新規・変更ともに´登録´セット 

不用意な更新を避けるため起動時は更新
ボタンがグレーアウトしている。パスボタンをク
リックして´0109´入力で更新可能になる 
メニューツリー、お知らせを同時に更新 

´0´表示する 
´1´表示しない 

メニューの並びをコントロールす
る SEQ 


